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番
は
、
火
災
・
救
急
・
救
助
と
い
っ

１１９
た
災
害
が
発
生
し
た
際
の
緊
急
ダ
イ
ヤ

ル
で
す
。
地
域
の
安
全
を
守
る　

番
の

１１９

正
し
い
利
用
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

 　

番
の
か
け
方

１１９� 
「
火
事
」・「
救
急
」な
ど
の
事
故
種
別

� 

住
所
や
事
故
発
生
場
所

� 

付
近
に
あ
る
目
標

� 

火
事
の
場
合
は
燃
え
て
い
る
も
の

　

（
救
急
の
場
合
は
患
者
の
年
齢
・
状
態
）

� 

あ
な
た
の
名
前
と
住
所

※
携
帯
電
話
（
P
H
S
は
除
く
）
か
ら

　

番
通
報
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と

１１９に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�　

石
巻
地
区
か
ら
携
帯
電
話
で　

番
１１９

通
報
す
る
と
、
一
旦
他
地
区
の
消
防
本

部
（
大
半
は
塩
釜
消
防
本
部
）
に
接
続

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
故
な
ど
の
発
生
場

所
が
、
石
巻
地
区
管
内
で
あ
る
こ
と
を

は
っ
き
り
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
に
石
巻
地
区
消
防
本
部
へ
転
送
（
平

成　

年
１
月
末
頃
ま
で
）
さ
れ
ま
す
。

１８
�　

転
送
さ
れ
る
た
め
音
声
が
小
さ
く

な
る
の
で
、
大
き
な
声
で
話
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

月
９
日
は　

番
の
日
で
す

１１

１１９

�　

通
報
後
も
電
源
を
切
ら
ず
、
そ
の

場
に
い
て
通
報
後
の
情
報
提
供
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
が
聞

こ
え
た
ら
誘
導
し
て
く
だ
さ
い
。

�　

近
く
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
が
あ
る
場

合
は
携
帯
電
話
で
は
な
く
、で
き
る
か
ぎ

り
N
T
T
の
電
話
で
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は
N
T
T
の
電
話
と
同
じ

く
最
寄
り
の
消
防
署
へ
接
続
さ
れ
ま
す
）

消
防
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
消
防
情
報
と
し
て
、救
急
出
動
を
除
く
、

火
災
、
救
助
、
警
戒
な
ど
す
べ
て
の
災

害
出
動
を
提
供
し
て
い
ま
す
）

　

0
1
8
0
―　

―　

（
プ
リ
ペ
イ
ド

992

911

式
携
帯
電
話
と
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
は
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。）

 
　

石
巻
地
区
消
防
本
部
�　

―
7
1
1
1
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自
主
防
災
組
織
と
は
、
大
規
模
災
害

な
ど
が
発
生
し
た
と
き
に
、
地
域
ぐ
る

み
で
助
け
合
い
協
力
し
合
う
防
災
組
織

で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
は
定
ま
っ
た
大
き

さ
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
顔
見
知
り
、
隣
近
所

の
連
帯
感
な
ど
か
ら
、
町
内
会
単
位
が

適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

�
自
主
防
災
組
織
が
防
災
資
機
材
な
ど

を
購
入
す
る
場
合
、
助
成
制
度
を
設
け

て
あ
り
ま
す
。

�
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
訓
練
に

は
消
防
機
関
が
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
中
、
万
一
事
故
に
あ
っ
た

場
合
の
補
償
制
度
も
設
け
て
あ
り
ま
す
。

 
　

防
災
対
策
課（
内
線　

）・
各
総
合
支
所

397

問自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

問

 
主
な
行
事

小
学
生
に
よ
る「
税
を
あ
ら
わ
す
習
字
」展

　
　

日　

〜　

日　
 

さ
く
ら
野
百
貨
店

11

（金）

17

（木）

　

石
巻
店　

5
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
脇

租
税
教
育
実
践
発
表
会
（
石
巻
地
区
）

　
　

日　
　

午
後
1
時　

分
〜

11

（金）

30

　

石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館

 
　

石
巻
税
務
署
総
務
課
�　

―
4
1
5
1

22

 　

石
巻
霊
園
の
使
用
者
が
死
亡
等
で
変

わ
っ
た
と
き
や
、
転
居
等
で
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
届
出
を
さ
れ
て
な
い
方
が
、
ま

だ
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、

死
亡
届
や
転
居
届
な
ど
の
届
出
と
は
別

に
、
環
境
対
策
課
に
承
継
届
・
使
用
者

住
所
等
変
更
届
な
ど
の
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
を
し
な
い
と
墓
地
の
使
用
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
添
付
書
類
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
合
併
に
よ
る
名
称
変
更

に
伴
う
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

 
　

環
境
対
策
課
（
内
線　

･　

）

508

507

 　

北
鰐
山
墓
地
か
ら
石
巻
霊
園
な
ど
に

墓
地
を
移
転
す
る
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
移
転
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。

 
　

環
境
対
策
課
（
内
線　

･　

）

508

507

　

月　

日
〜　

日
は
、「
税

11

11

17

を
考
え
る
週
間
」
で
す

問石
巻
霊
園
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
に
お
願
い

問北
鰐
山
墓
地
の
移
転
に
ご
協
力
を

問

��������	

　警察では各種被害相談窓口を設け、被害者の方からさまざまな相

談に応じています。困っていること、不安なこと手助けの必要など

気軽にご相談ください。

性犯罪相談電話 022-221-7198

いじめ110番 022-221-7867

警察少年相談電話 022-222-4970

環境犯罪・悪質商法相談電話 022-261-1110

銃器・覚せい剤110番 022-266-1074（じゅうなし）

暴力団相談電話 022-222-8930（ヤクザゼロ）

暴走族110番 022-266-0110

警察相談専用電話 022-266-9110または＃9110

　　　　　　　　　　ＦＡＸ 022-227-4110

石巻警察署安全相談窓口　　　95-4141

民間の相談窓口

（社）みやぎ被害者支援センター

　　022-301-7830（悩みゼロ）

（財）暴力団追放宮城県民会議

　　フリーダイヤル

　　0120-818930（ヤクザゼロ）

��������	
��	���

　これから実際に外国人に日本語を教えてみたいと考えている人や、

すでに日本語ボランティア講師を実践している人たちを対象に、教

え方のレベルアップなどを支援するための講座です。

と　き　11月20日（日）　午後１時～３時30分

ところ　石巻専修大学　５号館１階会議室５

参加費用　700円（教材費含む）

定　員　30名（未経験者歓迎）

申込締切　11月12日（土）

 ・ 　石巻市国際交流協会事務局　�・FAX 23-0851

　　　　〒986-0832　石巻市泉町三丁目１-63

　　　　（いしのまきNPOセンター内）

　　　　Eメール　npo@i-port.ne.jp

申 問

時30分～午後７時）　ところ　納税課窓口　  納税課（内線586）問
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北
鰐
山
墓
地
は
故
人
が
眠
る
安
ら
ぎ

と
追
慕
の
場
で
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、

車
両
を
放
置
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
に
面

し
た
墓
地
移
転
の
跡
地
は
、
墓
参
に
来

ら
れ
た
方
の
駐
車
場
で
、
総
合
体
育
館

臨
時
駐
車
場
区
域
を
除
き
、
一
般
の
方

の
駐
車
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

 
　

環
境
対
策
課
（
内
線　

･　

）

508

507

 　

こ
の
た
び
、
公
立
深
谷
病
院
に
内
科

医
が
着
任
し
ま
し
た
。
着
任
し
た
の
は
、

河
村　

修（
か
わ
む
ら　

お
さ
む
）先
生

で
す
。
先
生
は
山
口
県
出
身
で
防
衛
医

科
大
学
校
を
卒
業
後
、
自
衛
隊
仙
台
病

院
な
ど
で
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

 
　

公
立
深
谷
病
院
�　

―
2
1
1
1

73

 　

み
や
ぎ
の
情
報
は
こ
の
一
冊
で
�

　

日
記
・
資
料
編
（　
　

×　
　

）

17.5
cm

 8.8
cm

　

5
0
0
円

主
な
内
容

�
見
や
す
く
使
い
や
す
い
月
間
予
定
表

　

と
日
記
編

�
最
新
の
統
計
資
料
（
国
・
県
・
市
町
村

　

の
主
要
指
標
）

�
仕
事
・
生
活
に
役
立
つ
資
料
（
市
町

　

村
一
覧
、
主
な
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー

　

シ
ョ
ン
施
設
な
ど
）

北
鰐
山
墓
地
へ
の
不
法
投
棄
・

車
両
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

問公
立
深
谷
病
院
に
内
科
医
着
任

問平
成　

年
版　

み
や
ぎ

18

手
帳　

予
約
受
付
中

�
別
冊
住
所
録
（
東
京
地
下
鉄
路
線
図
、

　

霞
ヶ
関
官
庁
街
略
図
付
）

予
約
期
間　
　

月　

日　

ま
で

11

11

（金）

予
約
方
法　

左
記
の
取
扱
先
に
直
接
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
も
可
）

発
売
期
間  　

月　

日　

〜　

月
9
日　

11

28

（月）

12

（金）

左
記
取
扱
先
に
お
い
て
、
代
金
引
き
換

え
と
な
り
ま
す
。

 

・ 

・ 
取
り
扱
い
先　

総
合
政
策
課
（
内

線　

・　

）・
各
総
合
支
所
・
各
支
所

391

454

 　

旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
、
終
戦
に
伴

い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
書
類
は
福
祉
課
の
窓
口
に
お
い

て
あ
り
ま
す
。

　

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基

金
ま
で　

�
0
1
2
0
―　

―　
　

234

933

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp
:/
/

w
w
w
.h
e
iw
a
.g
o
.jp

 
　

福
祉
課
（
内
線　

）
423

 　

宮
城
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用
さ

れ
る
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額　
　

円
（
効
力
発
生
日
平
成　

623

17

　
　
　
　

年　

月
1
日
）

10

 
　

石
巻
労
働
基
準
監
督
署

　
　

�　

―
3
3
6
5

22

　
　

宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

�　

―　

―
8
8
4
1

022

299

申

問
恩
給
欠
格
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ

問宮
城
県
最
低
賃
金

問

 　

「
名
前
の
画
数
が
悪
い
か
ら
、こ
の
ま

ま
で
は
大
病
を
患
い
ま
す
よ
。」、
乳
幼

児
を
持
つ
親
に
は
「
将
来
引
き
こ
も
り

に
な
り
ま
す
。」
等
と
不
安
を
あ
お
り
、

高
額
な
印
鑑
や
数
珠
な
ど
を
買
わ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 　

購
入
す
る
前
は
、
自
分
に
と
っ
て
本

当
に
必
要
な
商
品
な
の
か
を
よ
く
考
え

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
被
害
に
あ
っ
た
と
思
っ
た
ら

相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
　

消
費
生
活
相
談
室

　
　

�　

―
5
0
4
0
（
直
通
）

23

 　

河
南
総
合
支
所
で
は
、
市
税
に
関
す

る
夜
間
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日　

、　

日　

11

10

（木）

24

（木）

　
　
　
　

午
後
５
時　

分
〜
８
時

15

と
こ
ろ　

河
南
総
合
支
所
税
務
課

 
　

河
南
総
合
支
所
税
務
課

　
　

�　

―
2
0
9
3

72

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

開
運
商
法
に
ご
注
意
！

問税
の
夜
間
相
談

問

��������	

受付期間　11月15日（火）～17日（木）　　受付場所　建築課、各管轄の総合支所

募集する住宅

牡　鹿本　庁管　轄

勤　労　者公　営種　類

鮎川南Ｂ-１鮎川笹ヶ平４水押５-42住宅名

鮎川浜伊勢下16-３鮎川浜笹ヶ平５-６水押二丁目８所在地

1DK（6）1K（8）3K（6、4.5×2）間取り

平成８年度平成11年度昭和48年度建築年度

木造木造中耐四階建構　造

１戸１戸１戸募集戸数

※　牡鹿鮎川笹ヶ平４、鮎川南Ｂ－１は単身申し込み可能です。

※　申込みの際には、各書類の提出が必要となりますので、詳細についてはお問

　　い合わせください。

※　抽選日時・会場は、管轄によって異なりますので、詳細についてはお問い合

　　わせください。

 　建築課（内線291）　牡鹿総合支所建設課　� 45-2243問

��������	

受付期間　１１月２日（水）～１０日（木）

申込方法　郵送受付（１０日の消印有効）

申込書配布　１１月１日（火）～

配布場所　建築課、各支所、各総合支所

 　宮城県住宅センター

　　� 022-224-0014

問

��������	
�����　１1月の納税窓口開設は次のとおりです。休日：20日（日）（午前９時～午後４時）　夜間：毎週月曜日（午後５


